
 

＜要旨＞ 

昭和40年ごろから、かつての賑わいに影を落とし始めた小諸の中心商店街で暮らす女性 

たちが、誘客作戦を練りながら、エンパワーメントしていく様子をレポートした。具体的には、

毎年厳寒の2月末から3月初旬に「北国街道小諸宿のお人形さんめぐり」と題して、企画、

準備、運営全てを女性主導で行うものである。この時期、小諸の中心商店街は限りなく静か 

になり、ひたすら寒さに耐えて冬籠りしてしまうのだが、この催しを約半月間実行するよう 

になり、回を重ねるごとに、賑やかに楽しげに通りを歩く人々が増えて、女性たちのやる気 

を後押ししてくれるようになっていった。今年（2015年）12回目になり、かくして、私

の仲間「北国街道小諸宿の女性たち」は、慎ましく控えめな女性から、行政に資金補助の談判

を行うほどに力を付けて来た。男性の前を歩くなど、あってはならない事という古い価値観の

土地柄が、今、確実に変化してきている。 

奨励賞 佐藤サカエ 

＜北国街道小諸宿の女性たちのエンパワーメントの軌跡＞ 




